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Ａ 世帯構成と家計 

 

 
図表 1 世帯構造別にみた 65 歳以上の者のいる世帯数及び構成割合の年次推移 ① 

 

年次 

65 歳以上の 

者のいる

世帯 

全世帯に 

占める割合 

（％） 

単独世帯
夫婦のみの

世帯 

親と未婚の

子のみの

世帯 

三世代世帯
その他の 

世帯 

（再掲） 

65 歳以上の者 

のみの世帯 

  推計数（単位：千世帯） 

昭和 61 年 9 769 (26.0) 1 281 1 782 1 086 4 375 1 245 2 339 

平成元年 10 774 (27.3) 1 592 2 257 1 260 4 385 1 280 3 035 

４ 11 884 (28.8) 1 865 2 706 1 439 4 348 1 527 3 666 

７ 12 695 (31.1) 2 199 3 075 1 636 4 232 1 553 4 370 

10 14 822 (33.3) 2 724 3 956 2 025 4 401 1 715 5 597 

13 16 367 (35.8) 3 179 4 545 2 563 4 179 1 902 6 636 

14 16 848 (36.6) 3 405 4 822 2 633 4 001 1 987 7 161 

15 17 273 (37.7) 3 411 4 845 2 727 4 169 2 120 7 230 

16 17 864 (38.6) 3 730 5 252 2 931 3 919 2 031 7 855 

17 18 532 (39.4) 4 069 5 420 3 010 3 947 2 088 8 337 

  構成割合（単位：％） 

昭和 61 年 100.0 ・ 13.1 18.2 11.1 44.8 12.7 23.9 

平成元年 100.0 ・ 14.8 20.9 11.7 40.7 11.9 28.2 

４ 100.0 ・ 15.7 22.8 12.1 36.6 12.8 30.8 

７ 100.0 ・ 17.3 24.2 12.9 33.3 12.2 34.4 

10 100.0 ・ 18.4 26.7 13.7 29.7 11.6 37.8 

13 100.0 ・ 19.4 27.8 15.7 25.5 11.6 40.5 

14 100.0 ・ 20.2 28.6 15.6 23.7 11.8 42.5 

15 100.0 ・ 19.7 28.1 15.8 24.1 12.3 41.9 

16 100.0 ・ 20.9 29.4 16.4 21.9 11.4 44.0 

17 100.0 ・ 22.0 29.2 16.2 21.3 11.3 45.0 

注：平成７年の数値は、兵庫県を除いたものである。 
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図表 2 65 歳以上の者の数－構成割合，家族形態・年次別 ① 
子と同居 

年次 総数 単独世帯 夫婦のみの世帯
総数

子供夫婦と

同居 

配偶者のいない

子と同居 

その他の親族と 

同居 
非親族と同居 

推計数（単位：千人） 

昭和５５年 10,729 910 2,100 7,398 5,628 1,770 300 21 

  ６１ 12,626 1,281 2,784 8,116 5,897 2,219 409 37 

平成 元年 14,239 1,592 3,634 8,539 6,016 2,524 445 29 

   ４ 15,986 1,865 4,410 9,122 6,188 2,934 549 41 

   ７ 17,449 2,199 5,125 9,483 6,192 3,291 611 31 

  １０ 20,620 2,724 6,669 10,374 6,443 3,931 816 36 

  １３ 23,073 3,179 7,802 11,173 6,332 4,841 878 41 

  １４ 23,913 3,405 8,385 11,251 6,249 5,002 830 42 

  １５ 24,640 3,411 8,439 11,790 6,531 5,258 952 48 

  １６ 25,424 3,730 9,151 11,571 5,995 5,576 916 55 

  １７ 26,316 4,069 9,490 11,830 6,142 5,688 890 37 

構成割合（単位：％） 

昭和５５年 100.0 8.5 19.6 69.0 52.5 16.5 2.8 0.2 

  ６１ 100.0 10.1 22.0 64.3 46.7 17.6 3.2 0.3 

平成 元年 100.0 11.2 25.5 60.0 42.2 17.7 3.1 0.2 

   ４ 100.0 11.7 27.6 57.1 38.7 18.4 3.4 0.3 

   ７ 100.0 12.6 29.4 54.3 35.5 18.9 3.5 0.2 

  １０ 100.0 13.2 32.3 50.3 31.2 19.1 4.0 0.2 

  １３ 100.0 13.8 33.8 48.4 27.4 21.0 3.8 0.2 

  １４ 100.0 14.2 35.1 47.1 26.1 20.9 3.5 0.2 

  １５ 100.0 13.8 34.3 47.8 26.5 21.3 3.9 0.2 

  １６ 100.0 14.7 36.0 45.5 23.6 21.9 3.6 0.2 

  １７ 100.0 15.5 36.1 45.0 23.3 21.6 3.4 0.1 

 
注：平成７年の数値は、兵庫県を除いたものである。

 



 

資料２-７ 

図表 3 性・年齢階級別にみた家族形態別 65 歳以上の者の数及び構成割合 ① 
 

（単位：％） 

    

性 年齢階級 
総数 

（千人）
単独世帯 

夫婦のみ

の世帯 
子と同居 子供夫婦と

同居 

配偶者のいな

い子と同居 

その他の 

親族と同居 

非親族と

同居 

総数 26,316 15.5  36.1 45.0 23.3 21.6 3.4  0.1 

                  

 ６５～６９歳 8,088 11.9  43.6 39.6 12.0 27.7 4.7  0.1 

 ７０～７４歳 6,916 14.7  42.1 40.5 18.9 21.6 2.5  0.2 

 ７５～７９歳 5,436 17.9  35.2 44.1 26.9 17.2 2.8  0.1 

 ８０歳以上 5,875 19.0  19.4 58.3 40.9 17.4 3.1  0.1 

                  

                  

男性 11,370 8.9  46.6 40.9 18.3 22.6 3.5  0.1 

                  

 ６５～６９歳 3,836 8.9  46.4 38.9 9.8 29.1 5.7  0.1 

 ７０～７４歳 3,169 8.3  50.9 38.3 15.1 23.2 2.3  0.2 

 ７５～７９歳 2,375 8.9  47.6 41.4 23.7 17.6 2.0  0.1 

 ８０歳以上 1,991 9.9  38.9 48.3 33.3 15.0 2.8  0.1 

                  

                  

女性 14,945 20.5  28.1 48.0 27.2 20.9 3.3  0.1 

                  

 ６５～６９歳 4,253 14.6  41.2 40.3 13.9 26.4 3.8  0.1 

 ７０～７４歳 3,747 20.2  34.6 42.3 22.1 20.2 2.7  0.2 

 ７５～７９歳 3,061 24.8  25.5 46.2 29.4 16.8 3.4  0.1 

 ８０歳以上 3,885 23.7  9.4 63.4 44.8 18.6 3.2  0.2 

 
※平成１７年国民生活基礎調査 

第 88 表＿ 65 歳以上の者の数，性・配偶者の有無・年齢（5 歳階級）・家族形態別に基づき作成 
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図表 4 65 歳以上の者のいる世帯の１世帯当たり平均所得金額－１世帯当たり平均可処分

所得金額－世帯人員１人当たり平均所得金額－世帯人員１人当たり平均可処分所得金額－

有業人員１人当たり平均稼働所得金額－平均世帯人員－平均有業人員，世帯構造別 ① 
 

１世帯当たり 世帯人員１人当たり 

世帯構造 平均所得 

金額 

（万円） 

平均可処分

所得金額

（万円） 

平均所得 

金額 

（万円） 

平均可処分

所得金額 

（万円） 

有業人員１人 

当たり平均 

稼働所得金額 

（万円） 

平 均 

世 帯 

人 員 

（人） 

平 均

有 業

人 員

（人） 

総数 580.4 471.7 203.3 169.5 317.7 2.85 1.44

65 歳以上の総数 537.1 443.0 188.4 159.4 261.7 2.85 1.22

単独世帯 183.6 164.2 183.6 164.2 178.3 1.00 0.15

男の単独世帯 240.9 208.3 240.9 208.3 165.5 1.00 0.29

女の単独世帯 166.2 151.3 166.2 151.3 188.3 1.00 0.11

核家族世帯 460.9 387.9 203.1 172.7 224.0 2.27 0.83

夫婦のみの世帯 408.6 352.7 204.3 176.3 208.2 2.00 0.54

夫婦と未婚の子

のみの世帯 
656.7 538.6 206.5 169.7 227.8 3.18 1.60

ひとり親と未婚の

子のみの世帯 
403.0 345.4 189.9 162.3 255.1 2.12 1.00

三世代世帯 897.9 749.7 171.7 144.0 279.7 5.23 2.58

その他の世帯 681.1 558.4 208.7 171.6 286.2 3.26 1.70

 

注：「平均可処分所得金額」には、金額不詳の世帯は含まない。 
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図表 5 高齢者のいる世帯の推移 ⑫ 
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Ｂ－１ 就労状況 

 
 

図表 6 高年齢者の就業状況 ⑪ 
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Ｂ－２ 社会活動の状況 

 
図表 7 ボランティア活動への参加理由(複数回答) ⑧ 

 
 

図表 8 情報の入手手段(複数回答)  ⑧ 
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図表 9 引退時期と活動開始時期との関係 ⑧ 
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図表 10 居住年数 ⑨ 

 
 

図表 11 外出の頻度 ⑨ 
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図表 12 近所づきあいの程度 ⑨ 

 
 

図表 13  親しい友人・仲間の有無 ⑨ 

 
 
 

図表 14 親しい友人・仲間との関係(複数回答)  ⑨ 
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図表 15 何らかの情報機器を使って、家族・友人と連絡を取ったり、情報を探したりする

か（複数回答） ⑨ 

 
図表 16 参加している活動（複数回答） ⑨ 

 



 

資料２-１６ 

図表 17 最も力を入れた活動(この 1 年間に何らかの活動に参加したことがある人がﾍﾞｰｽ) 
⑨ 

 
 

図表 18 地域活動への参加意向 ⑨ 
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図表 19 参加した若い世代との交流の内容（複数回答） ⑨ 
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図表 20 セカンドライフでの社会貢献活動の意義 ⑭ 
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Ｃ ICT 機器の利用状況 

 

図表 21 持っているデジタル機器 ⑦ 

 
 

図表 22 パソコン所有者に聞いたその使い途 ⑦ 

 
 

 
図表 23 携帯電話（カメラ付きを含む）所有者に聞いたその使い途 ⑦ 
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図表 24 情報通信機器の利用状況と利用希望 ⑩ 
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Ｄ 生活／楽しみ／興味 

 

図表 25 仕事と個人生活をバランスよく両立させるために時間をとりたい活動 ② 
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図表 26 不自由を感じるのはどんなときか ③ 
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図表 27 日常の外出状況 ③ 
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図表 28 普段の楽しみ ③ 
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図表 29 今後取り組んでみたい活動 ③ 
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図表 30 日常生活情報の情報源 ③ 
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図表 31 日常生活情報について不満な点 ③ 
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図表 32 欲しい日常生活情報 ③ 
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図表 33 日々の暮らしに関し社会として重点を置くべきもの ③ 

 

 

 



 

資料２-３０ 

 
図表 34 現在の生活の各面での満足度（住生活、性・年齢別） ④ 
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図表 35 時間のゆとりの有無（性・年齢別） ④ 
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図表 36 今後切りつめていくもの ⑤ 
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図表 37 団塊世代の現在の生きがいと将来の生きがいの比較 ⑥ 
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図表 38 勉強・習い事の内容 ⑥ 
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図表 39 地域活動への将来の参加希望 ⑥ 
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図表 40 普段どのようなことをしているか ⑦ 

 

図表 41 どのような趣味を持っているか ⑦ 

 

図表 42 国内旅行に行く頻度 ⑦ 

 
 

図表 43 国内旅行に行く目的 ⑦ 
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図表 44 海外旅行に行く頻度 ⑦ 

 

 
 

図表 45 海外旅行に行く目的 ⑦ 

 

 
図表 46 具体的にしている勉強 ⑦ 
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図表 47 今、お金をかけても良いと思うこと ⑦ 

 

 
 

図表 48 実践している健康法があるか ⑦ 
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図表 49 今後やってみたいこと ⑦ 
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図表 50 趣味（スポーツ関連） ⑩ 
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図表 51 趣味（スポーツ以外）（複数回答） ⑩ 

 
 
図表 52 団塊の世代に対して今後重要度が高まると予想される販売ルート（複数回答） 

⑩ 
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図表 53 高齢者の 1 日の生活時間 ⑫ 
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図表 54 定年後に楽しみたいこと ⑬ 
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①「平成 17 年 国民生活基礎調査」 
厚生労働省大臣官房統計情報部 

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa05/index.html 
  
（１）調査対象 ：全国の世帯及び世帯員 
 
（２）調査方法 ：調査員による訪問、面接聴取法 
 
（３）調査事項  
  世帯票 ………  単独世帯の区分、５月中の家計支出額、世帯主との続柄、性、出生

年月、配偶者の有無、医療保険の加入状況、就業状況、公的年金の

加入状況、公的年金・恩給の受給状況等 
  所得票 ………  所得の種類別金額、所得税等の額、生活意識の状況等 
 
（４）調査実施期間  

世帯票 …………  平成 17 年６月 2 日（木）  
 所得票 …………  平成 17 年７月 14 日（木） 
 

（６）結果の集計及び集計客体 
 結果の集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部において行った。 
 なお、調査客体数、回収客体数、集計客体数は次のとおりであった。 
 

  調査客体数 回収客体数 
集計客体数 

（集計不能のものを除いた数） 

世帯票 56,125 世帯 45,001 世帯 44,999 世帯 

所得票 9,409 世帯 7,038 世帯 6,788 世帯 
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②「社会意識に関する世論調査（平成 17 年 2 月）」 
内閣府大臣官房政府広報室 

http://www8.cao.go.jp/survey/h16/h16-shakai/index.html 
 

（１）調査対象 ：全国 20 歳以上の者 
（２）調査方法 ：調査員による個別面接聴取 
（３）調査事項  
  ア．社会に対する意識について 
  イ．国に対する意識について 
  ウ．社会の在り方等に関する意識について 
（４）調査実施期間 ：平成 17 年 1 月 27 日～ 2 月 6 日 
（５）標本抽出方法 ：層化二段無作為抽出法 
（６）調査対象者数及び有効回収数  

ア．標本数      10,000 人 
イ．有効回収数(率)  6,586 人（65.9％） 
ウ 調査不能数（率） 3,414 人（34.1％） 

（７）性･年齢別回収結果  
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③「平成 16 年度高齢者の日常生活に関する意識調査結果」 
内閣府共生社会政策統括官 

http://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h16_nitizyou/index.html 
 

（１）調査対象 ：全国の 60 歳以上の男女 
（２）調査方法 ：調査員による面接聴取法 
（３）調査事項  
  ア．調査対象者の基本属性に関する事項 
  イ．基本的生活に関する事項 
  ウ．衣類に関する事項 
  エ．食生活に関する事項 
  オ．住宅に関する事項 
  カ．日常生活の行動･意識に関する事項 
  キ．日常的楽しみに関する事項 
  ク．日常生活情報に関する事項 
  ケ．その他 
（４）調査実施期間 ：平成 16 年 11 月 18 日～12 月 5 日 
（５）標本抽出方法 ：層化二段無作為抽出法 
（６）調査対象者数及び有効回収数  

ア．標本数      4,000（260 地点） 
イ．有効回収数(率) 2,862（71.6％） 
ウ 調査不能数（率） 1,138（28.5％） 
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④「国民生活に関する世論調査（平成 17 年 6 月調査）」 
内閣府大臣官房政府広報室 

http://www8.cao.go.jp/survey/h17/h17-life/index.html 
 
1. 調査対象：全国 20 歳以上の者 
2. 調査方法：調査員による個別面接聴取 
3. 調査項目 

(1) 現在の生活について（生活の向上感，満足度等） 
(2) 今後の生活について（生活の見通し，力点等） 
(3) 生き方，考え方について 
(4) 政府に対する要望について 

4. 調査時期 
  平成 17 年６月 23 日～ ７月３日 
5. 標本抽出方法 ：層化二段無作為抽出法 
6. 調査対象者数及び有効回収数 

(1) 標本数      10,000 人 
(2) 有効回収数(率)  6,924 人（69.2％） 
(3) 調査不能数(率)  3,076 人（30.8％） 

7. 性･年齢別回収結果 

 

 



 

資料２-４８ 

⑤「都民生活に関する世論調査（平成 16 年 8 月）」 
東京都生活文化局 

http://www.metro.tokyo.jp/INET/CHOUSA/2004/11/60ebp107.htm 
 

１ 調査対象 ：東京都全域に住む満 20 歳以上の男女個人女 
２ 調査方法 ：調査員による個別訪問面接聴取法 
３ 調査項目 

(1)暮らし 
(2)住んでいる地域 
(3)東京 
(4)都政への要望 
(5)子どもの健全育成 

４ 調査実施期間 ：平成 16 年８月 27 日～９月 12 日 
５ 標本抽出方法 ：住民基本台帳に基づく層化二段無作為抽出法 
６ 調査対象者数及び有効回収数  

ア．標本数      3,000 標本 
イ．有効回収数(率)  1,857 標本（61.9％） 
ウ．未完了標本数（率） 1,143 標本（38.1％） 

(1)性別 

男 922 49.6 

女 935 50.4 

 (2)年齢 

 
  男 女 

20 代 122 6.6 114 6.1

30 代 149 8.0 158 8.5

40 代 154 8.3 152 8.2

50 代 188 10.1 174 9.4

60 代 173 9.3 183 9.9

70 歳以上 136 7.3 154 8.3
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⑥「武蔵野市『団塊世代』市民アンケート調査報告書」 
武蔵野市 

http://www.city.musashino.lg.jp/section/06010seifuku/pdf/dankai6-1.pdf#searc
h='%E6%AD%A6%E8%94%B5%E9%87%8E%E5%B8%82%E3%80%8E%E5%9
B%A3%E5%A1%8A%E4%B8%96%E4%BB%A3%E3%80%8F%E5%B8%82%E6
%B0%91%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%

E8%AA%BF%E6%9F%BB%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8' 
 

（１）調査対象 ：昭和 22（1947）～昭和 24（1949）年度生まれの市内在住の方 3,000 人 
（無作為抽出） 

（２）調査方法 ：アンケート票を対象者に郵送配布、郵送回収 
（３）調査実施期間 ：平成 16 年２月 13 日（金）～３月８日（月） 
（４）調査対象者数及び有効回収数  

配布数 3,000 通 
回収数 907 通（うち有効票数 896 通） 
回収率 30.2％（有効回収率 29.9％） 
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⑦「2004 年度シニア世代実態調査」 
株式会社日本通信教育連盟 

http://www.u-can.co.jp/company/news/20040915/release040915.pdf 
 

（１）調査対象 ：東京・大阪・名古屋圏に在住の 60～69 歳の男女 
（２）調査方法 ：FAX 調査 
（３）調査実施期間 ： 2004 年 8 月 1 日～8 月 15 日 
（４）調査対象者数及び有効回収数  

標本数：男性 159 名 女性 159 名（合計 318 名） 
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⑧「平成 16 年度高齢社会白書－平成 16 年度高齢化の状況及び高齢社会対策の

実施状況－」 
内閣府政策統括官（共生社会政策担当） 

http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2004/zenbun/16index.html 
 

下記の事項に関する各種統計のとりまとめ 
 

平成 15 年度 高齢化の状況及び高齢社会対策の実施の状況に関する年次報告 
第１章 高齢化の状況 
第１節 高齢化の状況 
第２節 高齢者の状況 

第２章 高齢社会対策の実施の状況 
第１節 高齢社会対策の基本的枠組み 
第２節 高齢社会対策の動き 
第３節 分野別の施策の実施の状況 
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⑨「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査結果」 
内閣府政策統括官（共生社会政策担当） 

http://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/h15_sougou/gaiyou.html 
 

（１）調査対象 ：60 歳以上の男女 
（２）調査方法 ：調査員による面接聴取法 
（３）調査事項  
  ア 地域社会に参加するための環境に関する事項 

イ 社会参加活動についての実態と意識に関する事項 
ウ 地域活動についての考え方に関する事項 
エ 世代間交流についての実態と意識に関する事項 

 
（４）調査実施期間 ：平成 15 年 12 月４日～12 月 23 日 
（５）標本抽出方法 ：層化二段無作為抽出法 
（６）調査対象者数及び有効回収数  

ア.標本数 ４，０００人  
イ.有効回収数（率） ２，８６０人 （７１．５％）  

ウ.調査不能数（率） １，１４０人 （２８．５％） 
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⑩「高齢社会を豊かにする新産業への取組みとシニアのライフスタイルに関す

る調査報告書」 
大阪府立産業開発研究所 

http://www.pref.osaka.jp/aid/chosa/04-94/04-94.html 
 

１ アンケート調査 
（１）団塊の世代の高齢化に向けた商品・サービスについてのアンケート 

・調査対象：大阪に事業所を保有する上場企業・未上場企業と一部の学校法人 
・調査時期：平成 16 年 12 月～17 年 1 月 
・配布回収状況：配布数 1,127 件、有効回収数 142、有効回収率 12.6％ 

（２）団塊の世代のライフスタイルについてのアンケート 
・調査対象：50 歳～64 歳の男女 
・調査時期：平成 16 年 8 月 
・配布回収状況：配布数 200、有効回収数 149、有効回答率 74.5％ 

 
２ ヒアリング調査 
調査回答企業等を中心にヒアリングを行った。 
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⑪「平成１６年高年齢者就業実態調査結果」 
厚生労働省大臣官房統計情報部 

http://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/koyou/keitai/04/index.html 
 

（１）調査対象 ：５５歳以上６９歳以下の高年齢者２５，２２４人  

（２）調査方法 ：調査票を郵送し調査対象高年齢者が記入した後統計調査員が回収 

（３）調査事項 ： 

就業・不就業の状況 

仕事の継続希望 

仕事に就けなかった理由 

希望する働き方 

５５歳当時の状況 

定年前後の状況 

健康状況 

年金受給状況等 

（４）調査実施期間 ：平成１６年１０月１日～１０月３１日 

（５）抽出方法：平成１２年国勢調査調査区の中から、無作為に抽出した約１，１００調

査区に居住する５５歳以上６９歳以下の高年齢者 

（６）集計数および有効回答率 

集計数 １７，８５３人  有効回答率 ７０．８％
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⑫「統計からみた我が国の高齢者（平成 17 年）」 
総務省統計局統計調査部 

http://www.stat.go.jp/data/topics/topi140.htm 
 
下記の事項に関する各種統計のとりまとめ 
 
I 高齢者の人口・世帯 

○65 歳以上人口は 2556 万人、総人口の５人に１人 
○増加が著しい高齢単身世帯 
○10 年後には４人に１人が高齢者 
○国際的にみて高齢者の割合は最も高い水準   

II 高齢者の就業・家計 
○高齢者の就業割合は欧米諸国よりも高い 
○高齢無職世帯の家計の赤字は約４万７千円に増加 

III 高齢者の暮らし 
○時間にゆとりがある高齢者の生活 
○最近の住宅ではバリアフリー設備のある住宅の割合が高い  
○高齢者世帯では一般家具や温水洗浄便座などの普及率が高い 
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⑬「『団塊夫婦の定年意識』に関する調査」 
（株）博報堂エルダービジネス推進室 

http://www.h-hope.net/knowledge/hope_report/hope15/index.html 
 
 
（１） 調査対象：東京 40km 圏及び大阪・京都・神戸の団塊世代男性（1946-1950 年生と

その妻 234 組（468 名） 
 
（２） 調査方法：事前面接にてパネルを設定したインターネット調査（Ｈｉ－ｐａｎｅｌ）  
 
（３）調査事項 ：定年後の生活、楽しみたいこと、努力すべきこと、不安など 

 

（４）調査実施期間 ：2004 年 8 月初旬～中旬 
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⑭「『セカンドライフの社会貢献活動に関する一般生活者の意識』調査結果」 
goo リサーチ 

http://research.goo.ne.jp/Result/000043/ 
 

（１）調査対象 ：「goo リサーチ」登録モニター 

（２）調査方法 ：非公開型インターネットアンケート 

（３）調査事項 ：セカンドライフの過ごし方、社会貢献活動についての考え方、経験等 

（４）調査実施期間 ：平成 17 年 3 月 23 日(水)～平成 17 年 3 月 25 日(金) 

（５）有効回答者数：2,179 名 

（６）回答者の属性：  

【男女内訳】： 男性 48.9% 女性 51.1% 

【年代別構成】： 10 代 18.6%、20 代 17.4%、30 代 19.7％、40 代 21.6％、  

50 代 16.0％、60 代 5.1％、70 代 1.6％ 

 
 

 


